































日時：2014 年 7 月 22 日 14:00‐15:30
場所：Universitat Bielefeld, Fakultat fur Gesundheitswissenschaften, Postfach 100131, 
　　　D-33501 Bielefeld 
― ドイツの独居高齢者の状況に関する、






































H：まず子供との関係に関しては、オーストリアの老年学者 Leopold Rosenmeier が、「距離を置

















































































































































































































































































































　老 年 期 に お け る 適 応 理 論 に お け る、「活 動 理 論（activity theory）」と「離 脱 理 論
（disengagement theory）」の区別に関して、ヘンメルは前者が今日まで主流であると述べる。後
者の、ひとりになり、社会的活動から退くという理論は必ずしも時代に適合しないという。しか
しその一方で、政治的にも宣伝されてきた高齢者の生産性や活動性を強調する理論も、必ずしも
すべての高齢者に当てはまるわけではない。さまざまな活動から退き、家族の世話など身近なこ
とに幸せを感じる高齢者もいる。このように、社会は「高齢者の多様な可能性」に対する配慮を 
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これからも持ち合わせていかなくてはならないことをヘンメルは強調する。また活動理論が当て
はまるのは、病気が妨げにならない限りのことであるという。ここでも健康問題が高齢者の生活
の基礎にあることが示される。
　独居高齢者の日常生活のリズムに関する質問に関して、ヘンメルは施設での生活について語っ
た。施設ではたしかに、食事の準備、共同の食事、家事労働など高齢者はある一定の生活リズム
を維持することができる。事務の仕事が組み込まれることもあるという。このように、習慣的リ
ズムがあることは、快適な生活を送るために重要である点にヘンメルは同意する。しかしその一
方で、施設でのこうした生活に潜む弱点が指摘される。ひとつは、施設に入って突然これまでの
習慣とは違う時間が強いられることである。二つ目に、介護士に世話になる依存度が低い限りで
は、自分で決められるリズムも生活に組み込みことができる。しかし、その依存度が高まれば高
まるほど、人に決められるだけのリズムになり、それは、必ずしも高齢者の満足感につながらな
いとされる。孤独問題が高齢者の研究テーマとしては後退していると述べたヘンメルは、この文
脈で、施設入居者の孤独感の問題を指摘する。
　苦難のともなう過去への向き合い方に関して、ヘンメルは、戦争や困難なライフイベントによ
るトラウマ問題をとり上げる。そして、トラウマは看護の現場では周囲の目につきにくいという。
こうした看護職の限界を意識しつつ、重い病に罹ったり、認知症になった患者の背景のひとつに、
過去の経験があることを踏まえておくことの必要性が説かれる。さらにヘンメルは、過去への向
き合い方に関して注目すべき観点を示す。それは、今の高齢者は「足ることを知って」おり、感
謝の念が強く、慎ましい生活に甘んじることができる傾向が強いということである。これは、過
去の苦労のある体験から生まれた知恵のひとつであると言うことができよう。ここでヘンメルは、
後続世代が高齢期を迎える場合、相違が生じるのではないかと想定する。ヘンメルが示唆するよ
うに、裕福な時代に、個性を重んじる個人主義の時代を送った世代が高齢期を迎える場合、そう
した過去の経験が高齢者としての生活にどのように影響するかというテーマは、たしかに重要で
ある。
　今回の日本での調査研究（以下の文献を参照：船木祝，山本武志，旗手俊彦，粟屋剛：高齢者
の一人暮らしを支えている精神的・社会的状況．北海道生命倫理研究．3：13-26, 2015）において、
高齢者から、精神的安定を維持するために「今を生きる」ことを大切にしているという言葉をよ
く聴いた。その点について質問したところ、ドイツではそうした傾向は認められないとの回答を
得た。ヘンメルによれば、「ドイツの不安」という国民性が取り沙汰されているように、あえて
一般化して言えば、ドイツ人はどちらかといえばぺシミスティックで、保障欲求が強いという。
つまり、この先どうなるかという予見的思考様式が強く、それに対する強い保障欲求をもってい
るということである。「最悪のことを考え、そのための準備をしなければならない」というドイ
ツ人のもつ一般的傾向は、今回の日本での調査研究においては認められなかった。当然のことな
がら人間の有する気質の多様性は考慮しなければならないが、「今を生きる」という言葉が、将
来への不安感を打ち消そうと自分に言いきかせる言葉であるのか、それとも、前向きな安定した
精神状態を成り立たせる言葉なのかは、さらに分析されるべき点であると思われる。
　さらにヘンメルは、そもそも高齢者特有のパーソナリティーの類型を挙げることに対しては疑
問を抱く。パーソナリティーとは連続したものである。成長過程においてそれぞれの人が自らの
気質に刻印してきたものである。それが高齢期になり大きく変わることはないという。
　そこで、高齢者が将来に対して抱く不安には、どのようなものがあるかと質問した。ヘンメルは、
とくに死への不安と喪失への不安を挙げる。ただし、前者の不安は高齢者よりもその前の世代の
方がむしろ大きいという。また、死への不安より、認知症への不安の方が大きいという調査研究
もあるという。それは、自己のコントロール能力を失っていくことに対する不安である。すなわち、 
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「他者に依存する」ことが根本不安であるという。一般に自律意識の強いドイツ人に比べ、自律
精神を強く全面に出すとは限らない日本の高齢者が、何を根本不安としているかは興味深い問題
であるといえよう。
　経済問題に関しても、ヘンメルは多角的視点の下で考察を展開する。1960 年代まで大きく取
り沙汰されていた老年の貧困は、その後の年金改革の実施のため問題視されることが少なくなっ
たという。今の高齢者世代は比較的裕福な暮らしをしている者が多いという。その一方で、ヘン
メルは、後続世代は事情が変わるのではないかと推測する。それは、後続世代が、失業、無職、パー
ト労働、離婚といった、生計の自立を脅かす経歴を経てきているからである。そのため、老年の
貧困問題は近いうちにふたたびテーマとなるのではないかとヘンメルは示唆する。
　高齢者の健康問題についてもヘンメルは興味深い観点を提示する。それは、65 歳を超える人
が増えたことは「健康の年月」と同時に、「病気の年月」を獲得することを意味する、というこ
とである。年齢が高まれば高まるほど、複数の慢性疾患に罹り、障害や要介護のリスクも高まる
のである。ここにも、高齢期を比較的健康な時期から徐々に健康障害をもつ時期に至るプロセス
として考えるヘンメルの考察様式の特徴が示されている。
　独居高齢者問題に関する今後の研究課題については、ヘンメルは次の点を挙げた。まず、一人
暮らしの孤独を問題とするとするならば、周囲の者の介入の範囲を見極める研究が必要であると
いう。それは、独居高齢者の孤独に関する課題の抽出と、適切な対応の仕方の研究が求められる
ということである。一例として、すでに試みられている社会参加、ボランティア、名誉職などの
活動に促すことが挙げられた。現状に応じた課題を抽出することで、適切な対応策も講じられる
という指摘は重要であると思われる。いったいどこまで介入すべきなのかという視点は常に持ち
合わせていなくてはならないだろう。
　次にジェロゴジー、すなわち、老いの準備教育の必要性も説かれる。将来のことはあまり考え
たくないという人もいるかもしれない。しかし、高齢者向けの市民講座など、今後の老いの過ご
し方をともに考える機会をもつことは、現状を受けとめることと、不安と恐怖の一端を軽減する
ことに役立つと思われる。
　ヘンメルは、高齢者を一括りに取り扱うことに対して一貫して否定的態度をとる。高齢者に対
する複眼的な視点は絶えず持ち合わせておかなくてはならないだろう。ヘンメルが最後に強調し
たように、高齢者を一括りにして、一人暮らしと孤独をすぐに結びつけて考えたり、ひたすら多
くの人との交流へと促したりすることも避けなくてはならないだろう。それぞれの高齢者が置か
れている相違する状況を踏まえ、それぞれの時期と状況に応じた課題の抽出と適切な対応策に関
する研究がさらに求められている。また、後続世代が高齢期を迎える場合の状況把握と課題抽出
のためにも、これまでと違った観点をもつことが必要とされるといえる。
